
（別紙３）

〜 R6年12⽉ 27⽇

（対象者数） 14 （回答者数） 14

〜 R6年 12⽉ 27⽇

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

保護者のニーズを最優先にするため、今まで要望がない保
護者会や地域との交流などについて優先順位が下がってい
る。サポートの幅を広げる為にニーズのみを優先すること
は改める必要があると感じている。

2

デイでの⽀援状況とそれに対する児童の様⼦を運営システ
ムでよりわかりやすく伝えていく。

3

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

毎年少しずつでも外部との関係性を新たに構築し、定期的
なイベントとして導⼊していきたい。

2

建物の構造上、全てをフラットにすることは不可能です。
必要に応じて、できる限り⼿すりの設置を検討していきま
す。

3

○事業所名 Rinキッズクラブ

○保護者評価実施期間 R6年 12⽉16⽇

○保護者評価有効回答数

R6年 12⽉ 16⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和7年 1⽉ 10⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

外部連携 事業所ができて2年⽬であることから、外部連携は弱いと感
じている

建物の設備上、バリアフリー構造になっていないため、⾝体
不⾃由な⽅の受け⼊れができません。また、2階建ての造り
で、階段の上がり下がりが必要なため、全介助が必要な⽅の
受け⼊れは現実的に難しいです。

建物が2階構造になっている

児童及び保護者様の満⾜度 保護者様からの信頼を得る事ができるようにニーズの把握や
問題発⽣時の対応等について優先順位を⾼く対応している。

定期的な⾯談と情報共有 保護者様との定期的な⾯談だけではなく、電話や運営システ
ムからの相談も受けており、⽀援計画の⾯談以外でも⾯談を
⾏っている。必要に応じて、学校等に対する情報提供や会議
を⾏うことがある。

事業所における⾃⼰評価総括表公表


